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石 川 町 第 ４ 次 総 合 計 画 パ ー ト ⑥ �

人・自然が融け合う �
あぶくま高原都市�

基
�本
�計
�画
�

　

自
然
環
境
保
全
法
や
国
土
利
用
計
画
法
な
ど
関
係

法
令
の
適
切
な
運
用
と
計
画
的
な
土
地
利
用
に
よ
り
、

自
然
環
境
や
歴
史
風
土
の
積
極
的
な
保
全
と
調
和
の

と
れ
た
開
発
・
利
用
に
努
め
、
ゆ
と
り
と
潤
い
に
満
ち

た
快
適
な
町
民
生
活
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

　　

本
町
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
将
来
像
及
び
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
都
市
的
土
地

利
用
ゾ
ー
ン
、
農
業
的
土
地
利
用
ゾ
ー
ン
、
森
林
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
、
臨
空
型
産
業
ゾ
ー
ン
、
新

都
市
展
開
ゾ
ー
ン
の
５
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
し
ま
す
。

　　

健
康
で
安
全
か
つ
快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
保
全
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
け
る
よ

う
、
環
境
基
本
条
例
お
よ
び
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
環
境

基
本
計
画
を
基
に
、町
民
、企
業
、行
政
が
有
機
的
に
連

携
し
、廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
行
い
、環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　　

個
性
的
で
美
し
い
景
観
づ
く
り
、
あ
る
い
は
防
災
機

能
の
向
上
な
ど
の
総
合
的
視
点
に
立
っ
て
、
総
合
運
動

公
園
の
整
備
や
本
町
の
恵
ま
れ
た
河
川
な
ど
の
自
然

環
境
を
活
か
し
て
、
特
色
あ
る
公
園
や
広
場
の
整
備
と

河
川
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

《
第
２
章
》
自
然
と
調
和
し
安
全
で

快
適
な
ま
ち（
生
活
環
境
）―
そ
の
①

①
自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

１

快
適
な
環
境
の
保
全
と
景
観
の
形
成

２

土
地
利
用
の
推
進

３

循
環
型
社
会
の
推
進

４

公
園
・
広
場
・
河
川
の
整
備
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平
成　

年
度
の
町
の
財
政
運
営

１２

に
つ
い
て
は
、
町
税
等
の
収
入
が
伸

び
な
や
む
な
か
、
事
務
経
費
の
削
減
、

合
理
化
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の

な
か
、
健
全
財
政
の
運
営
に
努
め
る

一
方
、
国
の
少
子
化
対
策
、
緊
急
雇

用
対
策
、
町
民
生
活
全
般
に
わ
た
る

諸
施
策
等
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
で
す
が
、
歳
入

は　

億
２
、
９
８
９
万
円
、
歳
出
は

７２

　

億
１
、
４
６
２
万
と
な
り
、
前
年

７０度
と
比
べ
る
と
歳
入
で
８
・
１
％
、

歳
出
で
９
・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
２
億

１
、
５
２
７
万
円
で
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源　

万
円
を
差
し
引

７８

い
た
実
質
収
支
は
、
２
億
１
、
４
４

９
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
実
質
収

支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
、

１
億
４
１
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
町
税
で
は

個
人
町
民
税
が
景
気
低
迷
に
よ
り

前
年
度
と
比
べ
減
少
し
た
も
の
の
、

法
人
町
民
税
、
た
ば
こ
税
等
が
増
額

と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
０
・
９
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
各
種
交

付
金
に
お
い
て
も
、
国
内
景
気
の
影

響
か
ら
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
が
前
年
度

と
比
べ
減
少
す
る
も
の
の
、
地
方
特

例
交
付
金
、
地
方
譲
与
税
、
自
動
車

重
量
譲
与
税
等
が
増
加
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
補
助
事
業
の
減
少
等
に
よ

り
、
国
・
県
支
出
金
及
び
地
方
債
の

減
額
な
ど
、
歳
入
全
体
と
し
て
は
対

前
年
度
比
８
・
１
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
介
護
保
険

事
業
を
は
じ
め
、
地
域
の
自
主
的
な

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
、
ま
た
学
校
教
育
の

環
境
整
備
を
推
進
す
る
一
方
、
農
村

総
合
整
備
事
業
、
基
盤
整
備
促
進
事

業
な
ど
農
道
の
整
備
、
町
道
の
新
設

改
良
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
の
性
質
別
経
費
の

構
成
比
は
、
人
件
費
、
補
助
費
な
ど

消
費
的
経
費
の
占
め
る
割
合
は　

・
５８

１
％
、
普
通
建
設
事
業
、
災
害
復
旧

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は　

・
５

１８

％
、
公
債
費
、
積
立
金
、
繰
出
金
な

ど
そ
の
他
の
経
費
は　

・
４
％
と
な

２３

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、

及
び
水
道
事
業
会
計
を
併
せ
た
歳

出
決
算
額
は
総
額
で
１
２
１
億
１
、

６
９
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
総
額
は
1
2
1
億
1
、6
9
4
万
円

●
町
民
一
人
当
た
り
収
め
た
税
金
は
８
７
、６
９
１
円

●
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
は
一
人
当
た
り
３
５
５
、１
３
５
円

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
、
９
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１２み
な
さ
ん
の
た
め
に
総
額

１
２
１
億
円
が
使
わ
れ
ま
し
た

一

般

会

計

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成
平
成

　

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
年
度

１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２１２決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算
決
算

地方譲与税地方譲与税�
などなど�

町債�
地方譲与税�
など�

地方交付税�

分担金及び負担金など�

町税� 17億3,209万円�
（24％）�

7億2,860万円�
（10％）�

30億1,079万円�
（42％）�

5億6,361万円�
（8％）�

5億2,930万円�
（7％）�

県支出金�
3億8,723万円�
（5％）� 国庫支出金�

2億7,827万円�
（4％）�

歳 入�

依存財源�
66％�

自主財源自主財源�
34％�
自主財源�
34％�

町税・分担金及び�
負担金など�

地方交付税ほか�

7
0
億
1
、4
6
2
万
円

歳
出

7
2
億
2
、9
8
9
万
円

歳
入
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健康づくり推進事業
各種予防接種・検診事業
老人保健推進事業など

生涯を通じた健康づ
くり①

介護予防拠点整備事業
介護保険事業
医療給付事業など

心のかよう福祉のま
ちづくり②

健やかで生き生きとした長寿福祉のまちをつくる 47億 6,153万円３

住宅団地造成事業
簡易水道事業
合併浄化槽設置整備事業など

質の高い快適な住環
境づくり①

急傾斜対策事業
消防設備整備事業
防犯対策事業など

安全な生活づくり②

自然が彩る美しく快適なまちをつくる 19億 8,067万円４

地域づくり支援事業
カウントダウン２００１いしかわ事業
まちづくり後継者対策事業など

町民総参加によるま
ちづくり①

町民総参加によるまちづくり 4,247万円５

※資本的収入額が支出額に対して不足する９，３８１万円は、当該年度
損益勘定留保資本金等で補てんしました。

町
民
の
負
担
と
町
民
サ
ー
ビ
ス

▼
歳
入（
町
税
）は
、
町
民
一
人
当
た
り
８

７
、６
９
１
円
、
一
世
帯
当
た
り
３
１
２
、

９
３
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
出（
町
民
サ
ー
ビ
ス
）に
は
町
民
一
人

当
た
り
３
５
５
、１
３
５
円
、
一
世
帯
当

た
り
１
、２
６
７
、３
２
１
円
が
使
わ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教

育

費44,131円
農
林
水
産
事
業
費41,187円

民

生

費53,503円

土

木

費25,401円
衛

生

費49,224円

消
防
費
ほ
か41,062円

総

務

費46,991円

公

債

費53,637円

●特別会計
歳　出歳　入会　計　名

１４億８，１７３万円１６億６，３８７万円国民健康保険
２０億３，０８９万円２１億　８３２万円老人保健
４億７，０２７万円５億２，７３５万円介護保険

８６６万円８６６万円介護保険サービス事業
１７万円１，０４８万円母畑財産区
１３万円１，０８６万円中谷財産区

３１万円４９万円石川地方町村心身障害児
就学指導審議会

３３１万円３，７０７万円土地開発事業
１４０万円２３４万円鳥内工業団地給水事業

５億２，２３４万円５億２，４２１万円簡易水道事業
２億２，６００万円２億２，８０８万円宅地造成事業

●水道事業会計
２億８，７４９万円営業収益

収
入

収益的収支

２９５万円営業外収益
６万円特別利益

２億９，０５０万円計
１億８，１８２万円営業費用

支
出

４，００１万円営業外費用
２６万円特別損失

２億２，２０９万円計
２３３万円建設負担金

収
入

資本的収支

１，９４０万円工事負担金
１，６６２万円国庫補助金
３，８３５万円計
１億２２万円建設改良費

支
出 ３，１９４万円企業債償還金

１億３，２１６万円計

消防費�
ほか�土木費�

農林水産業費�

教育費�
総務費�

衛生費�

民生費�

公債費�

歳 出�

8億1,106万円�
（12％）�

5億172万円�
（7％）�

8億1,352万円�
（12％）�

10億5,943万円�
（15％）�

9億2,816万円�
（13％）�

9億7,227万円�
（14％）�

8億7,167万円�
（12％）�

10億5,679万円�
（15％）�

業事な主の度年１２成平

学校プール整備事業
ＩＴ講習会用パソコン整備事業
外国青年招致事業など

明日を拓くのびやか
な人づくり①

町史編纂事業
文化財保護事業
芸術文化振興事業など

歴史が息づく文化づ
くり②

歴史が息づくのびやかな人と文化のまちをつくる 3億 5,751万円１

定住促進事業
道路整備事業など

ふれあいと活力を高
める基盤づくり①

農業振興事業
中山間地域活性化推進事業
中小企業育成事業など

時代変化にたくまし
い産業づくり②

活気あるたくましい交流のまちをつくる 11億 1,080万円２

石川幼稚園の園長（右端）、父母の会長（左端）と年長組の子供たち
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町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査
に
基
づ
く

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
お
よ
び
国
や
他
の
地
方
公
共

団
体
な
ど
と
の
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
、
町
議
会
の
議

決
を
経
て
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
一
般
行
政
職
員
、
技
能
労
務
職
員
な
ど
２

１
７
人
に
給
与
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
状
況

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
こ
に
用
い
て
い
る
数
値
は
、
平
成　

年
１３

４
月
１
日
現
在
の
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」

及
び
「
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に

し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
給
与

公
表
し
ま
す

�職員給与費の状況（平成１３年度一般会計当初予算）

給　与　費

計期末・勤勉手当職員手当給　　料

１，３０８，４７４３５７，０６７１２８，８７６
（千円）
８２２，５３１

�平均年齢及び平均給料月額の状況（１３年度４月現在）

平均給料月額平均年齢区分

３４５，５００円４２歳１月一般行政職員

３２４，２００円４７歳７月技能労務職員

�初任給及び学歴別・経験年数別平均給料月額の状況

経験年数
初任給区分

２０年１０年２年

３６８，５００２８６，３００１９５，０００１７４，４００大学卒一般行政
職員 ３３８，９００２２７，６００１５１，８００１４１，９００高校卒

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に前歴などのある場
合には、その期間を町規則により換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

� 特別職の報酬等の状況

期末手当給料（報酬）月額

（支給割合） 

６月期末　１.４５月分

１２月期末　１.６０月分

３月期末　０.５５月分

　　計　３.６０月分

３２０，０００議　長

報　

酬

７９８，０００町　長

給　

料

２５２，０００副議長６３９，０００助　役

２３５，０００議　員５９８，０００収入役

５９８，０００教育長

�職員手当の状況

国町区分

期
末
勤
勉
手
当

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

０．６０月分１．４５月分０．６０月分１．４５月分６月期

０．５５月分１．６０月分０．５５月分１．６０月分１２月期

－月分０．５５月分－月分０．５５月分３月期

１．１５月分３．６０月分１．１５月分３．６０月分計

国町

退
職
手
当

定年・勧奨自己都合定年・勧奨自己都合（支給率）

２８．８７５月２１．０　月２８．８７５月２１．０　月勤続２０年

４４．５５　月３３．７５　月４４．５５　月３３．７５　月勤続２５年

６２．７　月４７．５　月６２．７　月４７．５　月勤続３５年

６２．７　月６０．０　月６２．７　月６０．０　月最高限度

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員に対して支
給される手当
職員一人当たりの平均支給月額　４，８００円（４月分）
支給職員　２９．５％
税務職員ほか　８職種

特
殊
勤
務
手
当

正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当
職員一人当たりの平均支給月額　３１，７００円（４月分）

時
間
外
勤
務
手
当

配偶者　１６，０００円
配偶者以外の扶養親族の内２人まで、それぞれ６，０００円（た
だし、配偶者のいない職員は扶養親族のうち一人は１１，０００円、
また、配偶者が被扶養者でない場合は、扶養親族のうち一人
は、６，５００円）
その他一人につき３，０００円
扶養親族のうち満１６歳の年度始めから満２２歳の年度末まで
は一人５，０００円加算。

扶
養
手
当

月額９，５００円を超える家賃を支払
っている職員に対し１００円から
２７，０００円

借　　　　家
借　　　　間

住
居
手
当

３，５００円自　　　　宅

５１，０００円まで全額、５１，０００円を超
えた場合、その超えた額の２分の
1の額を５１，０００円に加えた額

交通機関等利用者通
勤
手
当

通勤距離に応じて２，２００円から４３，９００円交通用具利用者

�人件費の状況（平成１２年度一般会計決算）

人件費率
(B/A)

人件費 (B)実質収支歳出額 (A)住民基本台帳

%
２７.４

万円
１８９，９４０

万円
２１，４４３

万円
６９４，０９７

(１３.３.３１現在 ) 人
１９，７５２
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教
育
委
員
長
に

永
沼
弥
江
子
さ
ん

を
選
任

　

町
教
育
委
員
長
の
緑
川
文
男
さ
ん
（
板
橋
字
舟
ノ

沢
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
９
月
定
例
議
会
で
新
教

育
委
員
に
江
尻　

滋
さ
ん
（
赤
羽
字
新
宿
）
が
同
意

さ
れ
、　

月
１
日
付
け
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

１０

は
４
年
間
で
す
。

　

江
尻
さ
ん
は
、
昭
和　

年
生
ま
れ
で
、
沢
田
小
・

２３

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
ら
れ
た
方
で
す
。
普
段

は
農
業
に
従
事
さ
れ
、
稲
作
、
ト
マ
ト
、
ニ
ラ
な
ど

を
栽
培
、
出
荷
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
付
で
教
育
委
員
長
に
永
沼
弥
江
子
さ

ん
（
湯
郷
渡
字
浮
庭
）、
同
職
務
代
理
者
に
曲
山
晴
次

さ
ん
（
塩
沢
字
禿
山
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
学
校
教
育
や
生
涯

学
習
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
中
で
、
教
育
行
政
全
般

に
つ
い
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
教
育
委
員
に

江
尻　

滋
さ
ん

を
任
命江尻　滋さん

�一般行政職の級別職員数

合　計８　級７　級６　級５　級４　級３　級２　級１　級区　分

課　　長
課　　長

主　　幹

課　　長
主　　幹
課長補佐
主任主査
主任主査
兼　係　長

主任主査

係　　長

主　　査

係　　長

主　　査
主　　事主　　事主　事　補標準的な

職　　務

１２１１１１１２５２７１８１３１４２職員数（人）

１００９．１９．１２０．７２２．３１４．９１０.７１１.６1.６構成比（％）

１００８．２９．０２１．３２２．１１８．０９.９９.９1.６前年度
構成比

参
考

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務員を除いた行政職員です。

�職員数の状況

合　計
公営企業会計部門一般

会計

特別行
政部門一般行政部門

部　門
小　計その他水　道教　育小　計土　木農林水産商工労働民生衛生税　務総務企画議　会

２１９１７６１１２０２４３１５９１３１４６７５９４０２平成１２年

２１７２１１０１１１９６４４１５２１３１４６７２９３６２平成１３年

△２４４０△６１△７０００△３ ０△４０差　引

�定員適正化計画の年次別進捗状況

計公営企業等会計特別行政（教育委員会 )一般行政区　　分

前年比較職員数前年比較職員数前年比較職員数前年比較職員数部　　門

─２３４─１４─４５─１７５平成６年（計画前年 )
１２３５０１４０４５１１７６平成７年
△６２２９１１５０４５△７１６９平成８年
１２３０１１６０４５０１６９平成９年
△５２２５０１６△３４２△２１６７平成１０年
△２２２３１１７△２４０△１１６６平成１１年
△１１２２３３─△５─△９─平成７年～平成１１ 年（対平成６年比）

２２５第１次目標（平成７～１１年）
１００．９％達成率

△４２１９０１７２４３△７１５９平成１２年
△２２１７４２１１４４△７１５２平成１３年

２０８第２次目標（平成１２年～１６年）
９５．９%達成率

※定員適正化計画は、行政改革の方針に則り、主に定員の削減を目的とした計画です。本町では、平成７年度に策定し、平成 16年度までの 10年間に定員を 208 人とするものです。
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中央地域

中央地域��

石

川

町

都

市

計

画

�

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
②�

｜
｜｜｜
｜｜
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｜
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｜

中央地域�

東部地域�

南部地域�

西部地域�

北部地域�

国
道
1
1
8
号
�

白河石
川線�

J
R
水
郡
線
�

国
道
1
1
8
号
�

い
わ
き
石
川
線
�

飯野三春石川線�

JR水郡線�

　
　

月
号
で
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

１０

　

今
回
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
特
色
と
い
え
る
地
域
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
４
つ
の
ゾ
ー
ン
を
基
本
に
、
道
路
や
河
川
、
鉄
道
な
ど
を
加
味
し
、
５
つ
の
地
域
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
地
域
ご
と
の
位
置
づ
け
、
及
び
課
題
、
さ
ら
に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
・
将
来
像
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン�

石川地区
中谷地区の一部（本宮・双里・形見の一部）

　

急
傾
斜
地
が
迫
る
平
坦
地
に
商
業
、
公
的
施
設
、
利
便
施
設
等
が
立
地
し
、
外
縁

部
に
は
市
街
地
化
が
進
む
住
宅
地
が
み
ら
れ
る
地
域

■
地
域
の
位
置
づ
け
、
及
び
課
題

○
石
川
郡
の
中
心
商
業
地
と
し
て
の
活
性
化

○
（
主
）
い
わ
き
石
川
線
バ
イ
パ
ス
整
備
（
Ｈ　

年
度
着
工
）

１２

○
都
市
計
画
道
路
や
街
区
公
園
等
の
基
盤
整
備
の
検
討

○
長
久
保
地
区
の
適
正
な
土
地
利
用
の
誘
導

■
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

◆
将
来
像

　
『
身
近
な
緑
や
川
を
守
り
、
憩
い
と
賑
わ
い
の
場
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
』

○
旧
町
内
の
空
き
店
舗
等
の
有
効
活
用
、
未
整
備
都
市
計
画
道
路
や
歩
行
者
空
間
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
の
整
備
促
進

○
い
わ
き
石
川
線
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
よ
る
通
過
交
通
の
排
除
と
交
通
体
系
の
確

立○
長
久
保
地
区
に
お
け
る
新
市
街
地
の
形
成

○
双
里
・
形
見
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
今
出
川
、
北
須
川
等
の
河
川
、
八
幡
山
等
の
風
致
地
区
、
寺
社
境
内
等
の
保
全
と

活
用
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東

北部地域�

�

西部地域�

線�

�

南部地域�

国
道
1
1
8
号
�

い

�

東部地域�

部地域�

�

｜
｜｜｜
｜｜

｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜

｜

｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜

｜
｜
｜
｜

｜｜
｜｜
｜｜

｜｜

｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜

｜
｜

｜｜
｜｜

｜
｜
｜

北部地域
野木沢地区
母畑地区の一部（母畑）

東部地域
中谷地区の一部（形見・谷沢・坂路・谷地・中田）
母畑地区の一部（湯郷渡・北山）

西部地域
沢田地区

石川地区の一部（王子平・和久・新屋敷・新田の一部）

南部地域

山橋地区

　

野
木
沢
地
区
、
母
畑
温
泉
郷
を
含
む
主
に
山
林
や
農
地
の
多
い
地
域

■
地
域
の
位
置
づ
け
、
及
び
課
題

○
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
に
近
接
し
て
い
る
ほ
か
、
福
島
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の
延
伸

路
線
の
位
置
に
あ
る
。

○
母
畑
温
泉
郷
の
魅
力
あ
る
温
泉
街
と
し
て
の
環
境
整
備
の
必
要
性
、
周
辺
観
光
資

源
と
の
連
携
強
化

■
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

◆
将
来
像

　
『
温
泉
を
核
と
し
た
や
す
ら
ぎ
の
空
間
と
新
た
な
産
業
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
』

○
福
島
空
港
、
及
び
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
を
活
用
し
た
、
流
通
・
工
業
・
観
光
等
を

総
合
的
に
捉
え
た
臨
空
型
産
業
の
展
開

○
福
島
空
港
へ
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

○
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
一
部
農
地
の
多
面
的
利
用
の
検
討

○
野
木
沢
等
の
既
存
集
落
に
お
け
る
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成

○
母
畑
温
泉
を
核
と
し
た
保
養
交
流
拠
点
、
既
存
観
光
資
源
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
「
観
光
と
歴
史
の
回
廊
」
の
形
成

　

白
河
方
面
に
近
接
し
た
、
主
に
農
業
的
な
土
地
利
用
の
多
い
地
域

■
地
域
の
位
置
づ
け
、
及
び
課
題

○
水
、
緑
、
集
落
地
、
幹
線
道
路
等
に
よ
る
特
徴
的
な
田
園
風
景
の
形
成
が
み
ら
れ

る
。

○
白
河
方
面
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
地
域
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

○
石
川
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
構
想
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ゾ
ー
ン
の
計
画
地
が
あ
る
。

■
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

◆
将
来
像

　
『
田
園
風
景
を
守
り
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
空
間
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
』

○
高
生
産
性
農
業
ゾ
ー
ン
と
し
て
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

○
幹
線
道
路
沿
道
の
無
秩
序
な
市
街
地
の
抑
制
、
既
存
集
落
地
に
お
け
る
良
好
な
居

住
環
境
の
形
成

○
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
構
想
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
複
合
的
な
市
街
地

の
整
備

○
広
域
幹
線
道
路
、
及
び
地
域
間
連
絡
道
路
の
強
化
、
地
域
資
源
等
を
活
用
し
た

「
観
光
と
歴
史
の
回
廊
」
の
形
成

　

母
畑
湖
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
立
地
す
る
主
に
山
林
の
多
い
地
域

■
地
域
の
位
置
づ
け
、
及
び
課
題

○
母
畑
湖
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
て
い
る
が
、
観
光

資
源
と
し
て
十
分
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

○
今
出
ダ
ム
周
辺
の
多
面
的
な
土
地
利
用
の
検
討

○
母
畑
湖
周
辺
は
あ
ぶ
く
ま
新
都
市（
仮
称
）の
エ
リ
ア
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

■
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

◆
将
来
像

　
『
豊
か
な
森
林
と
水
を
守
り
、
様
々
な
活
動
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
』

○
水
源
涵
養
等
の
観
点
か
ら
の
森
林
保
全
と
、
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
保

護
・
活
用

○
既
存
集
落
地
や
沿
道
住
宅
地
に
お
け
る
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
と
集
落
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化

○
今
出
ダ
ム
建
設
を
契
機
と
し
た
周
辺
地
域
の
基
盤
改
善
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
機

能
等
を
備
え
た
地
域
交
流
拠
点
の
形
成

○
母
畑
湖
、
及
び
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
機
能

の
拡
充

　

国
道
１
１
８
号
、
い
わ
き
石
川
線
に
挟
ま
れ
た
主
に
山
林
の
多
い
地
域

■
地
域
の
位
置
づ
け
、
及
び
課
題

○
大
半
が
都
市
計
画
区
域
外
で
あ
り
、
森
林
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
小
規
模
な
集
落
地

の
点
在
が
み
ら
れ
る
。

○
（
主
）
い
わ
き
石
川
線
沿
線
の
一
部
の
農
地
や
広
大
な
面
積
を
有
す
る
森
林
資
源

の
多
面
的
な
活
用
の
可
能
性
。

■
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

◆
将
来
像

　
『
森
林
と
農
地
が
織
り
な
す
風
景
を
守
り
、
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
』

○
水
源
涵
養
等
の
観
点
か
ら
森
林
保
全
と
、緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
保
護
・

活
用

○
点
在
す
る
集
落
地
に
お
け
る
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
と
集
落
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化

○
豊
か
な
自
然
環
境
に
包
ま
れ
た
、
保
養
・
別
荘
地
等
と
し
て
の
利
用
の
検
討

○
い
わ
き
石
川
線
バ
イ
パ
ス
整
備
等
に
伴
う
ス
プ
ロ
ー
ル
の
防
止
と
農
地
の
多
面
的

利
用
の
検
討
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川を生きかえらせるために�
私たちができることは、たくさんあります�

4
工夫�

その�
使い古しの食用油は、直接ながさないようにしましょう。�

炒め物などに用いて、なるべく使い切るように
しましょう。�

古新聞紙などにしみ込ませたり、固形剤で固め
るなどして、ゴミとして出しましょう。�

使用済みの油を使って、簡単にせっけんをつく
ることもできます。�

5
工夫�

その� ●目分量は使いすぎのもとです。�
水温が高いと洗浄力が増加します。風呂の残り湯を使うと節水にも
つながります。�

洗剤・粉せっけんは、正しく計って使いましょう。�

揚げ物に用いた油�

使えなくなった油�

使用済みの油�

20

　

文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

い
ち
ば
ん
の
友
達
は
テ
レ
ビ
、 

な
ん
て
寂
し
す
ぎ
る
。

　
３０

　

テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ

に
ば
か
り
の
め
り
込
む
と
、
屋
内
に
閉

じ
こ
も
る
、
人
や
自
然
と
触
れ
合
う
体

験
が
不
足
す
る
、
人
間
関
係
を
つ
く
る

力
や
他
人
を
思
い
や
る
心
が
育
た
な
い
、

死
や
生
の
現
実
感
覚
が
薄
く
な
る
、
仮

想
と
現
実
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
な

ど
、
子
ど
も
の
健
全
な
心
の
成
長
に
影

を
落
と
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

友
達
と
の
遊
び
や
自
然
体
験
な
ど
の

機
会
を
用
意
し
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る

と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、

ビ
デ
オ
に
ば
か
り
の
め
り
込
み
過
ぎ
な

い
よ
う
に
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

守
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
し
つ
け
が

子
ど
も
へ
の

最
大
限
の
贈
り
物

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

し
つ
け
―
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現
在
で
は
出
産
や
死
亡
、
転
出
入
の
場
合
、
役
場
や
市
役
所
に
届
け
て
い
ま
す
が
、

江
戸
時
代
、
戸
主
（
世
帯
主
）
は
庄
屋
に
届
け
、
庄
屋
は
「
宗
門
人
別
改
帳
」
を
作
成

し
、
個
人
ご
と
に
寺
の
檀
徒
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
も
ら
い
年
一
回
、
幕
府
や
藩
に

提
出
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
帳
面
の
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

石
川
町
の
江
戸
時
代
の
戸
籍「 
宗  
門  
人  
別  
改  
帳 
」

し
ゅ
う 
も
ん 
に
ん 
べ
つ 
あ
ら
た
め 
ち
ょ
う

　

幕
府
は
慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年
、

キ
リ
ス
ト
教
を
邪
教
と
し
て
禁
止
し
、

信
徒
の
摘
発
と
弾
圧
を
行
い
ま
し
た
。

　

寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
に
は
、
ど

の
人
も
寺
に
強
制
的
に
所
属
す
る 
寺
請 

て
ら
う
け

 
制  
度 
が
確
立
し
ま
し
た
。
家
族
名
（
奉

せ
い 

ど

公
人
）、
年
齢
、
村
に
よ
っ
て
は
耕
作
面

積
、
所
有
高
、
家
畜
数
な
ど
を
記
載
し
、

キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
な
い
こ
と
を
寺
が

証
明
し
た
帳
面
を
宗
門
人
別
帳
、
ま
た

は
宗
門
改
帳
と
い
い
ま
し
た
。

　

寺
が
発
行
す
る
檀
家
証
明
書
を
寺
請

状
・
寺
手
形
・
宗
旨
手
形
な
ど
と
い
い
、

旅
に
出
る
と
き
村
人
は
身
分
証
明
書
と

し
て
持
参
し
ま
し
た
。

強
制
さ
れ
た

寺
請
制
度

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

一
八
五
九
年
三
月
、
庄
屋
元
一
郎
が

浅
川
役
所
に
提
出
し
た
宗
門
改
帳（
控
）

に
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ

り
ま
す
。

　

持
高　

七
石
五
斗
五
升
八
合

　

繁
松
院　

□印
 
　

曹
洞
宗

　
　

年　

三
拾
三　

源
右
衛
門

　

同
院　

□印
 
　

二
拾
八　

女
房
と
り

（
三
名
略
）
〆
五
人
内
男
弐
人
女
参
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
壱
匹

　

こ
の
改
帳
に
は
、
繁
松
院
二
十
六
戸

百
二
十
人
、
曹
洞
宗
長
泉
寺
十
五
戸
、

九
十
一
人
、
母
畑
湯
沢
に
あ
っ
た
真
言

宗
湯
前
院
八
戸
三
十
二
人
が
前
記
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
、
寺
の
印
が
押
し
て
あ

り
ま
す
。

　

鈴
木
タ
ケ
さ
ん
は
、
明
治　

年
２
月　

日
生
ま
れ
の
１
０

３３

２３

１
歳
で
す
。

　

岩
瀬
村
に
４
人
兄
弟
・
姉
妹
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
育

ち
、
村
内
の
農
家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
嫁
ぎ
先
は
稲
作
を
中
心

の
大
農
家
で
、
夫
を
早
く
亡
く
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
苦

労
し
た
と
何
度
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
は
７
人
授

か
り
、
今
は
４
人
が
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ケ
さ
ん
は
、
平
成　

年
４
月
に
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
に

１０

入
園
。入
園
し
て
か
ら
も
元
気
で
、周
り
の
友
だ
ち
を
気
遣
う

な
ど
、
と
て
も
優
し
く
親
切
で
園
内
の
人
気
者
で
す
。
今
は

車
い
す
、
ベ
ッ
ド
で
の
生
活
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
寮
母
さ

ん
に
手
を
と
ら
れ
て
、
陽
気
の
い
い
日
は
外
も
散
歩
し
ま
す
。

　

食
事
は
好
き
嫌
い
な
く
３
度
し
っ
か
り
食
べ
、
特
に
お
や

つ
の
時
の
ま
ん
じ
ゅ
う
が
大
好
き
で
す
。
酒
も
た
ば
こ
も
た

し
な
ま
ず
、
友
だ
ち
と
触
れ
あ
い
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

話
を
聞
い
て
、
受
け
答
え
し
て
く
れ
た
タ
ケ
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

１００歳　　　に聞く
鈴木 タケさ

ん

（塩ノ平）
�１０１歳�

　

村
役
人
の
庄
屋
・
組
頭
・
長
百
姓
は
、

「
も
し
隠
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

ら
、
罰
せ
ら
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
」

と
誓
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
寺
の
ほ
か

に
湯
前
院
本
寺
の
真
言
宗
乗
蓮
寺
も
旦

那
（
檀
家
）
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

と
押
印
し
、
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
こ
の
ほ
か
幕
末
期
の
山
形
村

改
帳
（
迎
森
一
氏
蔵
）
や
中
野
村
改
帳

（
二
瓶
勇
氏
蔵
）
な
ど
数
冊
が
残
っ
て

い
ま
す
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、

寺
請
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
翌
五
年
初
の

全
国
統
一
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

湯郷渡村宗門人別　
曹洞宗真言宗御改帳

おじいちゃん
おばあちゃん

第３回

安
政
六
年

「
湯
郷
渡
村
宗
門
改
帳
」
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

９
月　

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

２９

３
回
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
内
８
つ
の
小
学
校
か
ら
９
チ
ー
ム

の
選
手
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。
開

会
式
で
は
大
会
長
の
西
牧
立
博
町
長
ら

９
人
か
ら
全
チ
ー
ム
に
タ
ス
キ
が
授
与

さ
れ
、
野
木
沢
小
学
校
６
年
の
佐
藤
淳

一
く
ん
、
矢
吹
美
幸
さ
ん
が
元
気
よ
く

選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
・
９
日
、
総
合
体
育
館
で

第　

回
福
島
県
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

１３
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
を
記
念
し
、

５０

県
内
外
か
ら
４
０
０
人
が
参
加
。
開
会

式
で
は
大
会
長
の
西
牧
立
博
町
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
石
川
中
男
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
主
将
の
矢
内
諒
さ
ん

（
２
年
・
渡
里
沢
）
が
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。

　

石
川
中
女
子
は
初
戦
、
準
々
決
勝
で

城
西
中
（
岩
手
）
を　

対　

、
準
決
勝

１６

１０

で
地
元
郡
山
一
中
を　

対
４
で
破
り
ま

１１

し
た
が
、
決
勝
で
強
豪
の
矢
巾
中
（
岩

手
）
に
接
戦
の
す
え
、
６
対　

で
惜
敗

１０

し
た
も
の
の
、
４
年
連
続
の
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　

石
川
中
男
子
は
健
闘
む
な
し
く
初
戦
、

東
根
一
中
（
山
形
）
に
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

花名＝クジャク草

国
体
記
念
県
中
学
生
ハ
ン
ド

　
　
�
石
川
中
女
子
が
準
優
勝
�小

学
生
駅
伝
競
走
大
会

�
石
川
小
２
チ
ー
ム
が
１
・
２
位
�

　

２
時　

分
の
号
砲
で
９
チ
ー
ム
が
ス

１５

タ
ー
ト
。
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
、
中
継
地
点
と
し
た
今
出

川
河
川
沿
い
を
周
回
す
る
１
区
間
１
・

５
�
（
１
区
は
１
・
６
）
の
コ
ー
ス
で
、

６
人
は
沿
道
の
声
援
に
励
ま
さ
れ
な
が

ら
力
走
し
ま
し
た
。

　

総
合
力
で
強
さ
を
見
せ
る
石
川
小
２

チ
ー
ム
が
１
・
２
位
を
独
占
し
、
中
谷

二
小
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
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９
月　

日
、
ホ
テ
ル
下
の
湯
で
ふ
る

２９

さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
近
郊
に
住
む
石
川
出
身
の
人
で

つ
く
る
東
京
い
わ
き
石
川
会
の　

人
が
、

２８

ふ
る
さ
と
を
訪
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
も

西
牧
立
博
町
長
な
ど　

人
が
出
席
。
石

２６

森
宥
児
会
長
、
西
牧
町
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
塩
田
金
次
郎
県
議
会
議
員
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
角
田
美
公
町
議
会
議

長
の
音
頭
で
乾
杯
。
ふ
る
さ
と
の
名
産

品
「
み
そ
」
を
参
加
者
に
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
有
会
に
よ
る
祭
囃
子
の
音
頭

で
、
踊
り
や
歌
を
う
た
い
な
が
ら
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
う
つ
く
し
ま
未
来
博
の
す
ば

ら
し
さ
や
大
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、古
舘
・

谷
津
の
分
譲
地
を
視
察
し
な
が
ら
、
ア

ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
な
ど
を
見
学
し

て
ふ
る
さ
と
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
Ｊ
Ｒ
磐
城
石
川
駅
前
に

１５

満
員
の
乗
客
を
乗
せ
た
ト
ロ
ッ
コ
列
車

「
奥
久
慈
風
っ
こ
号
」
が
到
着
し
ま
し

た
。

　

こ
の
列
車
は
、
水
郡
線
活
性
化
対
策

協
議
会
が
誘
致
し
、
水
郡
線
の
利
用
促

進
の
た
め
、
水
戸
、
石
川
駅
間
を
運
行

し
た
も
の
で
す
。

　

駅
前
で
は
よ
さ
こ
い
踊
り
で
到
着
を

歓
迎
し
、
大
勢
の
人
が
出
迎
え
ま
し
た
。

乗
客
全
員
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
式
で

は
主
催
者
の
西
牧
立
博
町
長
ら
が
あ
い

さ
つ
し
、
歓
迎
を
祝
う
鏡
開
き
で
樽
酒

が
観
衆
に
ふ
る
ま
わ
れ
、
よ
さ
こ
い
踊

り
・
神
輿
の
競
演
の
披
露
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
土
・
日
を
中
心
に

９
月
下
旬
ま
で
運
行
さ
れ
、
ビ
ー
ル
体

験
の
臨
時
列
車
を
含
め
る
と
、
約
二
千

人
が
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

月
８
日
を
メ
イ
ン
に
、
母
畑
レ
ー

１０
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
で
２
０
０
１
母
衣

旗
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

肌
寒
い
な
か
町
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
、
い
し
か
わ
牛
焼
き
肉
パ
ー
テ

ィ
ー
会
場
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ
と
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
司
会
も
務
め
る
菊

池
章
夫
さ
ん
と
石
川
郡
よ
さ
こ
い
踊
り

隊
の
踊
り
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
石
川
空

手
道
連
盟
の
空
手
演
武
披
露
、
石
川
ま

さ
る
、
久
米
マ
リ
、
北
野
久
美
子
の
う

た
、
松
鶴
家
千
と
せ
シ
ョ
ー
、
ガ
オ
レ

ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
に
大
人
も
子
供
も
大
喜
び
。

　

ま
た
、
第　

回
母
畑
湖
畔
石
川
ロ
ー

２３

ド
レ
ー
ス
大
会
で
は
小
学
年
生
か
ら
成

人
の
部
ま
で
４
４
８
人
が
出
場
し
、
健

脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

「
東
京
い
わ
き
石
川
会
」ふ
る
さ
と
訪
問

�
う
つ
く
し
ま
未
来
博
を
見
学
�

２
０
０
１
母
衣
旗
ま
つ
り
大
盛
況

�
石
川
牛
焼
き
肉
を
た
ん
の
う
� 水

郡
線
の
利
用
促
進

�
ト
ロ
ッ
コ
列
車
大
人
気
�

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
�
共
栄
開
発
で
主
に
測
量
や

土
木
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

海
釣
り
が
好
き
で
、
休
日
な
ど
は
友

人
と
出
か
け
た
り
し
て
、
今
し
か
な
い

青
春
を
思
い
切
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

土
木
施
工
管
理
技
師
の
資
格
を
と
っ

て
、
仕
事
の
で
き
る
監
督
に
な
り
た
い

で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

角
田　

充
伸
さ
ん（　

歳
）●
谷
沢
字
中
平

２３

　

我
々
、
若
者
が
生
き
い
き
と
働
け
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

★
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

自
分
の
意
見
を
言
え
る
人
。

　

明
る
く
て
優
し
い
人
。

※　

月
号
掲
載
者
「
山
田
ゆ
き
え
さ
ん
」
の
住

１０
所
が
「
王
子
平
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
当

町
」の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

次
回
は
角
田
さ
ん
の
紹
介
で

宗
像
千
里
さ
ん
で
す
。

沢井字上ノ池�

増田　あさ子さん�

静
岡
県
森
町

静
岡
県
森
町�

静
岡
県
森
町�

静岡県森町静岡県森町�静岡県森町�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

静
岡
県
の
西
部
に
位
置
し
、
江
戸

時
代
は
秋
葉
街
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
、
町
に
は
当
時
を
し
の
ぶ
旧
家

の
家
並
み
や
土
蔵
が
残
る
人
口
約
２

万
１
千
人
の
町
、
静
岡
県
周
智
郡
森

町
で
す
。

　

当
時
は
、
農
業
者
も
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
平
坦
地
を
活
か
し
た
区
画

整
理
に
よ
り
住
宅
地
と
し
て
栄
え
、

近
隣
企
業
に
就
労
す
る
人
々
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
東
京
、
名
古
屋
、

関
西
人
と
の
交
流
の
せ
い
か
、
人
々

は
お
人
よ
し
で
い
な
が
ら
発
展
的
な

考
え
方
を
備
え
、
経
済
的
に
も
豊
か

な
地
域
で
す
。
特
産
、
名
産
品
と
し

て
、
お
茶
、
レ
タ
ス
、
マ
ス
ク
メ
ロ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

５１

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

事
業
展
開
の
た
め
良
質
な
土
地
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
こ

の
地
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
言
葉
が
わ
か
ら
ず
苦
労
し

ま
し
た
が
、
し
だ
い
に
慣
れ
親
し
み
、

と
て
も
良
い
と
こ
ろ
な
の
で
満
足
し

て
い
ま
す
。
今
で
は
各
地
の
養
鶏
所

に
約　

万
羽
の
鶏
を
雛
か
ら
飼
育
し
、

６０

１
日
約　

ｔ
の
卵
を
大
手
企
業
に
出

１８

荷
し
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

行
財
政
改
革
、
新
庁
舎
建
設
、
市

町
村
合
併
の
推
進
。
ま
た
ク
リ
ス
タ

ル
パ
ー
ク
・
石
川
を
日
常
生
活
で
も

利
用
で
き
る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら

れ
た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
６
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

忠
勝
さ
ん

　

忠
勝
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年
５

２７

月
に
結
婚
。
早
く
に
戦
争
に
駆
り
出
さ

れ
、
海
軍
の
軍
事
工
場
、
陸
軍
を
体
験

し
ま
し
た
。
中
国
広
東
省
、
朝
鮮
半
島

で
戦
争
を
実
践
し
、
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
、

亡
く
し
た
仲
間
を
偲
び
な
が
ら
終
戦
を

迎
え
、
昭
和　

年
に
復
員
し
ま
し
た
。

２２

　

大
工
業
を
父
か
ら
受
け
継
ぎ
、
セ
メ

ン
ト
、
釘
の
購
入
も
難
し
い
時
代
で
し

た
。
妻
も
勤
め
な
が
ら
の
生
活
で
、
忙

し
い
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

今
は
息
子
夫
婦
に
託
し
て
い
ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

忠
勝
さ
ん

　

忠
勝
さ
ん　

山
菜
、
き
の
こ
採
り
や

彫
刻
、
大
好
き
な
温
泉
め
ぐ
り
で
す
。

ト
シ
さ
ん

　

ト
シ
さ
ん　

夫
や
友
だ
ち
と
行
く
温

泉
や
野
菜
づ
く
り
、
庭
の
手
入
れ
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

忠
勝
さ
ん

　

忠
勝
さ
ん　

神
社
、
仏
閣
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

忠
勝
さ
ん

　

忠
勝
さ
ん　

駅
前
か
ら
古
町
を
通
る

今
出
川
沿
い
道
路
の
拡
張
整
備
、
若
者

の
雇
用
確
保
等
、
行
財
政
改
革
を
し
な

が
ら
町
発
展
を
望
み
ま
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

瀬谷　忠勝さん（74歳）�
トシさん（71歳）�
住所：中田字内出�

＜氏名＞�

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

小木　 優 実   　ちゃん
ゆう み

双里字神主　　　　　　　　
文男さん・好子さんの長女　
平成１０年６月２３日生まれ　　

「１０月１日に児童館デビュー
しました。これからもみんな
と仲良くしてください。」

上遠野　龍   　ちゃん
りゅう

山形字兎田　　　　　　　　
広一さん・安代さんの長男　
平成１２年３月７日生まれ　　

「いつも元気いっぱいのわが
家の人気者でいてね�」

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

交
通
事
故
巡
回
相
談

心
配
ご
と
相
談

●
相
談
日　
　

月
７
日
（
水
）、　

日

１１

１６

（
金
）、　

日
（
火
）

２７

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

●
相
談
日　
　

月　

日
（
火
）

１１

２７

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

石
川
町
役
場
宿
直
室

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

相
談

　第１３回市町村対抗福島県縦断駅伝競走
大会が１１月１８日、白河・福島間で行われ
ます。
　当日は、白河市総合運動公園陸上競技
場を午前８時にスタートし、福島市の県
庁前をゴールに熱戦が繰り広げられます。
　石川町選手団は、ゼッケン３０番を付け、
上位入賞めざして１本のタスキをつなぎ
ますので、町民の皆さんの温かいご声援
をお願いします。

◆　 第 １３ 回 ふ く し ま 駅 伝　 ◆

石川町選手団
ゼッケン　３０番　を声援しよう！
〈白河市総合運動公園陸上競技場スタート→福島県庁前ゴール〉

１１月１８日（日）午前８時　号砲

　

こ
の
ほ
ど
、
山
橋
地
区
青
少
年
健
全

育
成
推
進
協
議
会
（
小
豆
畑
剛
会
長
）・

防
犯
協
会
山
橋
支
部
は
、
山
橋
地
区　
５０

軒
を
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
指
定
し
、

子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

９
月　

日
、
中
田
八
坂
神
社
で
町
無

１５

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
さ
さ
ら
」が
行
わ
れ
、
三
匹
獅
子
に
ふ

ん
し
た
獅
子
舞
な
ど
が
神
前
に
奉
納
さ

れ
、
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

９
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
各
地

区
、
施
設
８
ヶ
所
で
長
寿
を
祝
う
敬
老

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

歳
以
上
の
約

７３

２
千
４
百
人
は
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

９
月　

日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ

２３

ン
タ
ー
に
あ
る
ラ
ジ
コ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト

場
で
、
２
回
目
に
な
る
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー

ニ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か

ら
参
加
し
た　

人
は
、
自
慢
の
電
動
・

３９

エ
ン
ジ
ン
式
の
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
を
も
ち

よ
り
、
腕
を
競
い
合
い
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

こ
の
ほ
ど
、
三
森
た
か
子
さ
ん
（
屋

敷
入
）
は
「
母
畑
の
石
・
温
泉
・
歴
史
・

母
畑
湖
」
を
自
費
出
版
し
、
母
畑
小
学

校
な
ど
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
三
森
さ
ん

が
同
校
で
総
合
学
習
と
し
て
指
導
し
た

学
習
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、写
真
・

図
な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
使
わ
れ
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

こ
の
ほ
ど
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ

ン
タ
ー
で
、
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

天
文
フ
ァ
ン
な
ど
約
２
、
５
０
０
人
が

参
加
。
１
９
９
２
年
、
大
友
哲
さ
ん

（
山
梨
県
）
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
小

惑
星
を
「
Ｈ
ｏ
ｒ
ｏ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
」
と
名

づ
け
、
本
町
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
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●町づくりにあなたの声を！　　　　●町づくりにあなたの声を！
　　　　　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
　　　働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつく
ります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

場　所内　　　容月　日

総 合 体 育 館高体連剣道新人戦１１／９
　～１１

総 合 体 育 館県新人ハンドボール大会（予定）１１／１５
　～１７

白河市～福島市第１３回ふくしま駅伝１１／１８

総 合 体 育 館町家庭バレー協会紅葉杯１１／２５

ホテル松多屋生涯学習講演会１１／２７

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

投
票
の
で
き
る
人
は
、
ま
ず
「
選
挙

人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
石
川
町
長

選
挙
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
昭
和　

年　

月　

日
ま
で
に
生
ま
れ

５６

１１

２６

た
人
で
、
石
川
町
に
引
き
続
き
３
ヵ
月

以
上
居
住
し
て
い
る
人
。

※
た
だ
し
、
大
学
生
お
よ
び
就
職
等
で

町
外
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
町
に
住
所
が
残
っ
て
い
て
も
、

現
在
生
活
し
て
い
る
場
所
が
住
所
地
と

み
な
さ
れ
選
挙
人
名
簿
に
は
登
録
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
平
成　

年
８
月　

日
ま
で
に
転
入
届

１３

１９

を
出
さ
れ
て
い
る
人
で
、
石
川
町
に
引

き
続
き
３
ヵ
月
以
上
生
活
し
て
い
る
人
。

　
投
票
の
で
き
る
人　

　
　

月　

日
は
、
石
川
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち

１１

２５

町
民
が
生
活
す
る
上
で
一
番
身
近
な
選
挙
で
あ
り
、
自
ら
の
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

住
み
よ
い
石
川
町
を
つ
く
る
た
め
、
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票
は

　

月　

日（
火
）か
ら　

月　

日（
土
）ま
で
の
毎
日

１１

２０

１１

２４

時
間
…
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

３０

棄
権
し
な
い
で�

　
投
票
し
ま
し
ょ
う�

石
川
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す�！�

●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育課・生涯学習
係までお問い合わせください。　　　　　　� 26－9136
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コ
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お
知
ら
せ�
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消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

健康ふくしま21計画とは�

　秋のとりいれが終わって、身体が疲れていませんか。季節の野
菜をたっぷり使って、旬の魚で、元気を取り戻しましょう。サバ
でもアジでもいいですね。�

サバの南蛮漬け�
〈材　料〉４人分�
　サバ　　　１匹�
　片栗粉　　適量�
　ねぎ　　　40ｇ（20cm）�
　人参　　　40ｇ（  5cm）�
　ピーマン　20ｇ（小１個）�
　揚げ油　　適量�
　赤唐辛子　1／2本�
�
〈作り方〉�
①サバは3枚おろしにして、1枚を4等分にする。�
②ねぎは3cmの長さに切ってから千切り、人参、ピーマンも細
く千切りにする。赤唐辛子は小口に切る。�
③②の野菜をバットなどの平らな器に入れる。�
④小鍋に、酒、砂糖、酢、塩、しょう油、だし汁、赤唐辛子を
入れて火にかけ、ひと煮立ちさせて、野菜の入った器に回し
かける。�
⑤サバに片栗粉をまぶして、油でキツネ色になるまで揚げ、熱
いうちに③の漬け汁に入れ、時々返しながら30分漬ける。器
にサバ、野菜を乗せ、漬け汁をかけて出来上がり。�

�
酒　　　　小さじ4�
砂糖　　　小さじ2�
酢　　　　大さじ4�
塩　　　　小さじ　1／3�
しょう油　小さじ1杯半�
だし汁　　小さじ4�
�

｛�

県
産
牛
肉
は
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

牛
海
綿
状
脳
症（
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
）

に
感
染
し
た
牛
の
肉
等
が
、
食
用
に
も

出
回
る
こ
と
が
な
い
体
制
が
整
い
ま
し

た
。

　

先
般
、
わ
が
国
初
の
牛
海
綿
状
脳
症

に
感
染
し
た
牛
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
県
で
は
家
畜
保
健

衛
生
所
に
よ
り
県
内
で
飼
わ
れ
て
い
る

牛
全
頭
の
緊
急
検
査
を
実
施
し
異
常
の

あ
る
牛
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
、
今
後
も
計
画
的
に
立
入
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
と
畜
場
に
出
荷
さ
れ
る
牛
を

食
肉
に
適
す
る
か
ど
う
か
徹
底
的
に
検

査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

安
全
と
確
認
さ
れ
た
も
の
以
外
の
牛
は
、

食
用
と
し
て
も
飼
料
原
料
用
と
し
て
も

出
回
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
牛
海
綿
状
脳
症
に
か

か
っ
た
牛
の
肉
等
が
販
売
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

牛
肉
や
牛
乳
・
乳
製
品
は
、

も
と
も
と
牛
海
綿
状
脳
症
に
つ
い
て

安
全
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

英
国
で
の
実
験
・
研
究
の
結
果
、
脳
、

脊
髄
、
眼
お
よ
び
小
腸
の
最
後
の
部
分

以
外
の
と
こ
ろ
か
ら
牛
海
綿
状
脳
症
の

感
染
で
は
な
く
、
牛
乳
・
乳
製
品
か
ら

も
感
染
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
際
機
関
で
あ
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ（
国

際
獣
疫
事
務
局
）
の
基
準
で
も
、
牛
肉

は
、
危
険
部
位
（
感
染
の
可
能
性
が
あ

る
部
位
）
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
こ
の
よ
う
に
牛
肉
は
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
輸
入
牛
肉
に
つ
い
て
も
、
同

じ
く
も
と
も
と
食
べ
て
も
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
で
す
が
、
さ
ら
に
、
現
在
輸
入
さ
れ

て
い
る
牛
肉
は
、
牛
海
綿
状
脳
症
の
発

生
し
て
い
な
い
国
か
ら
だ
け
の
も
の
で

す
。

※
詳
し
く
は
福
島
県
農
林
水
産
部
畜
産

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
３
６
３

　

県
で
は
、
健
康
寿
命
（
呆
け
た
り
、

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
状
態
で
生
活
で

き
る
期
間
）
が
、
少
し
で
も
長
く
な
る

よ
う
に
、『
健
康
ふ
く
し
ま　

計
画
』
を

２１

立
て
ま
し
た
。
ご
存
知
で
す
か
。

　

そ
の
計
画
は
、『
県
民
の
健
康
づ
く
り

運
動
』
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
た

と
え
ば
、
栄
養
・
食
生
活
、
身
体
活
動
・

運
動
、
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
、
た
ば

こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
歯
の
健
康
、
糖
尿

病
、
循
環
環
境
、
が
ん
の
９
つ
に
分
け

て
、
具
体
的
に
目
標
を
立
て
て
あ
り
ま

す
。

　

石
川
町
で
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
９

月
に
地
域
の
人
と
、
各
中
学
校
、
高
等

学
校
の
協
力
を
得
て
、
健
康
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
在
、
集
計

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ど
こ
の
町
で
も
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
血
管
疾

患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
人
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
痴
呆
や
寝
た
き
り

な
ど
が
増
え
る
深
刻
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
が
伸
び
る
こ
と
も
大
切
な

の
で
す
が
、
男
性
も
、
女
性
も
、
生
き

が
い
を
も
っ
て
、
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
、
大
切
な
時

代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
あ
な
た
の
生
き
が
い
は
…
と

聞
か
れ
た
ら
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

　

次
回
か
ら
、
少
し
こ
の
計
画
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

30�

9�

9�

13�

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金
（
11
月
分
）�

※
１１
月
２６
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

固
定
資
産
税
（
3
期
分
）�
国
民
健
康
保
険
税
（
5
期
分
）�

保だより�

�

　次のようなときで医療費の全額を支払った�
場合は、国保に申請すると、保険で認められた�
部分について、国保基準額の７割（または８割）があとで支給されます。�
★医療費を支払った日の翌日から２年を経過すると時効となり、支給されませんのでご注意
ください。�

こんなとき� 申請に必要なもの�

急病など、緊急その他やむを
得ない理由で、医療機関に保
険証を提示できなかったとき�

・診療内容明細書�
・領収書�
・保険証�
・印かん�
・申請請求書�

海外旅行中などに国外で診療
を受けたとき（海外療養費）�
★治療目的で渡航をした場合には
対象となりません。�

・診療内容明細書�
・領収明細書�
（以上の２つには日本
語の翻訳文が必要で
す）�
・保険証�
・印かん�

接骨院にかかったとき�

★ただし、国保を取
り扱う接骨院で施
術を受けた場合、
通常は医療機関と
同様に一部負担金
の支払いですみま
すので、手続きは
不要です。�

・施術内容と費用
が明細な領収書
等�
・保険証�
・印かん�
・申請請求書�
�

こんなとき� 申請に必要なもの�

医師が治療上、マッサージや
はり・きゅうを必要と認めた
とき�
�

・施術内容と費用
が明細な領収書
等�
・医師の同意書�
・保険証�
・印かん�
・申請請求書�

コルセットなどの舗装具を購
入したとき�

・舗装具を必要と
した医師の証明
書�
・領収書�
・保険証�
・印かん�
・申請請求書�

輸血のための生血の費用を負
担したとき（親族から血液を
提供された場合を除く）�

・医師の理由書か
診断書�
・輸血用生血液受
領証明書�
・血液提供者の領
収書�
・保険証�
・印かん�
・申請請求書�

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

鈴
木　

康
友 

下　

泉

小
豆
畑　

筍
重 

山　

形

江
尻　

廣
光 

赤　

羽

星
野　

光
雄 

塩　

沼

鈴
木　

キ
イ 

松
木
下

荒
木　

新
子 

赤　

羽

大
木　

ヨ
シ 

母　

畑

吉
田　

仁
一 

長
久
保

水
野　

忠
次 

王
子
平

小
豆
畑　

キ
ク 

山　

形

鈴
木　

ハ
ツ 

境
ノ
内

佐
藤　

貞
子 

中　

野

加
藤　

ス
ヱ
ノ 

中　

野

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

十
文
字
瀬
夏
（
康　

行
・
祥　

子
）
南
山
形

前
田　

萌
絵
（
光　

一
・
智　

子
）
長
久
保

小
豆
畑
泰
仁
（
隆　

晴
・
久
美
子
）
山　

形

渡
部　

真
子
（
公　

仁
・
和　

美
）
松
木
下

矢
吹　

洋
輔
（　

進　

・
泰　

江
）
中　

田

井
関　
　

蓮
（
利　

明
・
友
佳
子
）
大　

室

吉
田　

菜
々
（
英　

弘
・
智　

子
）
新　

町

近
内　

柊
太
（　

淳　

・
晴　

美
）
中　

野

宗
方　

祐
輔
（
健　

治
・
千
加
子
）
母　

畑

山
田　

航
輝
（
喜
三
男
・
喜
久
恵
）
王
子
平

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

添
田　

和
秀 

境
ノ
内

鈴
木　

里
美 

矢
吹
町

塩
澤　

芳
文 

沢　

井

小
豆
畑
景
子 

山　

形

矢
内　

久
夫 

渡
里
沢

栗
原　

光
子 

双　

里

飯
島　
　

徹 

形　

見

野
崎　

陽
子 

郡
山
市

お
く
や
み�
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町の人口�
住民基本台帳�

（10月1日現在）�
19,639人（－10）�

 　9,614人 （－　4）�

 10,025人（－　6）�

 　5,562戸 （±　5）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　よい環境の中で、心豊かな生徒に育ってほしい
という願いを込めてつくられた「憩いの広場」は、
子どもたちが楽しそうにくつろぎ、「憩いの丘」
に植樹した木々は四季折々の花で楽しませてくれ
ます。�

　自画像ということで、少し恥ず
かしかったけれど、自分の心をス
トレートに表すことができ、とて
も気にいっています。�

176

「15歳のわたし」�

　僕は、見た人が思わず絵の人物を
想像できるようなリアルな絵を目指
して制作しました。そのための工夫
として影や色の濃さに気をつけました。�

「空手家・傑くん」�

●
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米
中
枢
同
時
テ
ロ
。
４
機
の
旅
客
機

が
相
次
い
で
乗
っ
取
ら
れ
、
こ
の
う
ち

２
機
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
２
棟
な
ど
に
激
突
。
６
千

人
近
く
が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
米
へ
の

テ
ロ
行
為
。
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
な

ぜ
と
目
を
疑
い
ま
し
た
。
危
機
感
の
少

な
い
日
本
の
現
代
で
は
、
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
報
道
と
し
て
、
テ
レ
ビ
に
釘
づ
け

に
な
り
ま
し
た
。
米
が
報
復
軍
事
行
動

へ
。
日
本
は
軍
事
行
為
へ
は
参
戦
し
な

い
が
、
後
方
支
援
す
る
と
い
う
行
動
は
、

世
論
を
大
き
く
分
け
、
テ
ロ
行
為
は
許

せ
な
い
、
武
力
行
為
は
し
な
い
、
第
２

次
世
界
大
戦
か
ら
難
局
な
立
場
に
い
る

わ
が
日
本
で
す
。　　
　
（
迎　

茂
城
）

  日当たりのよい山野に生える多
年草です。花期は、8月～10月
で茎は直立していて、茎の毛は
オトコエシより少なく、根元か
ら枝を出して新苗をつくります。
葉は対生して羽状に深く切れ込
むが、オトコエシより幅が狭く、
茎の上部が枝分かれしています。
黄色の花を散房状につけます。�

写真提供/関根政信さん� オミナエシ（オミナエシ科）�
　

９
月　

日
・　

日
行
わ
れ
た
、

１４

１５

い
し
か
わ
の
秋
祭
り
「
石
都
々
古

和
気
神
社
例
大
祭
」。ク
リ
ス
タ
ル

ロ
ー
ド
を
舞
台
と
し
た
神
輿
パ
レ

ー
ド
の
よ
う
す
で
す
。
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